
いちごドリルプリント

高校日本史プリント（過去問類似）
近世 No.1

名前 得 点

　／10

問1 前野良沢や杉田玄白に学び『蘭学階梯』を著した人物が、江戸に開設し、多くの門人を育てて蘭学の普及に貢献した私塾（蘭
学塾）の名称を何というか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  芝蘭堂 2.  鳴滝塾 3.  咸宜園 4.  洗心洞

問2 19世紀初頭の文化年間に、ナポレオン戦争の影響下にあったヨーロッパの情勢を背景として、イギリスの軍艦がオランダ船を
拿捕する目的で長崎に不法侵入し、薪水を要求した事件は何か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  モリソン号事件 2.  サン・フェリペ号事件 3.  フェートン号事件 4.  ポサドニック号事件

問3 16世紀末、ヨーロッパから金属活字を用いた印刷技術が日本に伝わった。これにより、宣教師らによってローマ字を用いた宗
教書や日本語辞書、さらには『平家物語』などの日本の古典が印刷・出版された。これらの書籍を何と呼ぶか。 （2026年　全国公立入

試　類似）

1.  キリシタン版 2.  駿河版 3.  嵯峨本 4.  伏見版

問4 江戸幕府の第3代将軍であり、祖父や父と異なり生まれながらの将軍として強い権力を背景に、老中・若年寄・大目付などの職
制を整えて幕府の支配体制を確立した人物は誰か。 （2007年　全国公立入試　類似）

1.  徳川綱吉 2.  徳川家光 3.  徳川秀忠 4.  徳川吉宗

問5 江戸時代後期、農学者の大蔵永常は、諸藩が領内の特産物の生産を奨励し、それを専売にすることで他国（他藩）から利益を
得るべきであると説いた。この思想や具体的な国産化の技術・方法が記され、各地の藩政改革にも影響を与えた彼の代表的な
農書は何か。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  広益国産考 2.  農具便利論 3.  地方凡例録 4.  救荒二物考

問6 室町時代後期から近世にかけて、京都の市街地と郊外の景観、年中行事、そして様々な階層の庶民の日常生活や労働の様子を
詳細に描き出した屏風絵がある。当時の社会や生活実態を視覚的に知るための貴重な史料となっている、この風俗画の名称と
して最も適当なものを答えよ。 （2026年　全国公立入試　類似）

1.  洛中洛外図屏風 2.  豊国祭図屏風 3.  祇園祭礼図屏風 4.  遊楽図屏風

問7 江戸時代の農村などで広く組織された共同組織のうち、十干十二支の特定の日に、体内の虫が抜け出して天帝に個人の罪を告
げるのを防ぐため、人々が集まって夜を徹して語り合い、健康や長寿を祈った信仰に基づく組織を何というか。 （2006年　全国公立入

試　類似）

1.  大山講 2.  富士講 3.  庚申講 4.  伊勢講

問8 日米修好通商条約に基づき1859年に開港され、幕末の貿易において国産生糸の最大の輸出拠点として急速に発展した港はどこ
か。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  長崎港 2.  新潟港 3.  兵庫港 4.  横浜港

問9 19世紀初頭の関東地方では、無宿人や博徒の横行による治安悪化が深刻化していた。これに対処するため、江戸幕府は勘定奉
行の配下に新たな役職を設け、国境を越えた広域的な取締りを行わせた。のちにこの役職の活動を補完するため、領主の支配
の違いを超えて近隣の村々を結合させた「寄場組合」が結成されることとなったが、このとき幕府が設置した治安維持のため
の役職は何か。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  人足寄場差図役 2.  火付盗賊改役 3.  関東取締出役 4.  人足寄場取締役

問10 江戸時代、房総半島の九十九里浜において地引網を用いて大量に捕獲され、乾燥などの加工を施されたのち、畿内をはじめと
する先進的な農業地域へ綿作などの金肥（肥料）として出荷された魚類は何か。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  鰯 2.  鯨 3.  鰊 4.  鰹



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説 No.1

問1 答え 1
芝蘭堂

大槻玄沢は前野良沢・杉田玄白らに蘭学を学び、蘭学の入門書である『蘭学階梯』を著した。彼は
江戸に私塾である芝蘭堂を開き、多くの門下生を育成して蘭学の発展に大きく貢献した。大坂で緒
方洪庵が開いた適塾など、他の私塾との区別が重要である。

問2 答え 3
フェートン号事件

1808年（文化5年）、イギリス軍艦フェートン号が、当時ナポレオン支配下にあったオランダの商
船を捕らえる目的で、オランダ国旗を偽装して長崎港に侵入した。この事件は、長崎奉行の松平康
英が責任を取って自害するなど、幕府の対外警備体制の不備を露呈させ、のちの異国船打払令へと
つながる契機となった。

問3 答え 1
キリシタン版

桃山文化の時期、南蛮貿易やキリスト教の布教に伴ってヨーロッパの文化が流入した。イエズス会
宣教師らによって金属活字を用いた活版印刷機がもたらされ、ローマ字を用いた宗教書や日本語辞
書、日本の古典などの書籍が出版された。これらは布教や宣教師の日本語学習に用いられた。

問4 答え 2
徳川家光

2代将軍秀忠の死後に実権を握った第3代将軍は、老中・若年寄・三奉行などの職制を整備し、将軍
直属の官僚機構を確立した。これにより、幕府の支配体制が強固なものとなった。

問5 答え 1
広益国産考

大蔵永常は江戸時代後期の代表的な農学者であり、日本各地を旅して農業技術や特産物の栽培法を
調査した。彼は、自国内で消費するものを自給して他国への金銀の流出を防ぎ、さらに特産物を他
国へ売り出して利益を得るという「国産」の思想を提唱した。この思想が体系的にまとめられたの
が『広益国産考』であり、財政再建を目指して特産物の生産奨励や専売制を導入しようとする諸藩
の政策に大きな影響を与えた。

問6 答え 1
洛中洛外図屏風

室町時代後期から江戸時代にかけて、京都（洛中）と郊外（洛外）の景観や、そこに暮らす人々の
生活、年中行事などを描いた風俗画を洛中洛外図屏風と呼ぶ。織田信長が上杉謙信に贈ったとされ
る狩野永徳筆の「上杉本」などが有名であり、文字資料だけでは捉えにくい当時の庶民の具体的な
生活実態や社会の様子を視覚的に理解するための貴重な歴史資料となっている。

問7 答え 3
庚申講

江戸時代の農村では、村落内の結びつきを強めるため、様々な共同組織がつくられた。その中に
は、特定の神仏や信仰を共にする「庚申講」や「伊勢講」などの信仰組織があり、農民たちの社交
や娯楽の場としても機能した。これは、十干十二支の庚申（こうしん）の日に、体内の三尸（さん
し）の虫が天帝に悪事を報告するのを防ぐため、夜を徹して眠らずに過ごす信仰から生まれた共同
組織である。

問8 答え 4
横浜港

1858年に結ばれた日米修好通商条約に基づき、翌1859年に神奈川の対岸に位置する地が開港され
た。これが横浜港であり、幕末の貿易において最大のシェアを占め、特にイギリス向けに国産の生
糸が大量に輸出された。

問9 答え 3
関東取締出役

江戸時代後期の関東地方では、細分化された領地（私領・旗本領・幕領など）が複雑に入り組んで
おり、無宿人や博徒が領境を越えて逃亡するため、個別の領主による取締りが困難であった。そこ
で幕府は1805年、国境を越えて広域的な治安維持を行う関東取締出役を設置した。さらに1827年
には、この活動を地域社会側から補完・支援させるため、領主の枠を超えて近隣の村々を連合させ
た寄場組合（改革組合村）を組織させた。

問10 答え 1
鰯

江戸時代、農業の発展に伴って購入肥料である金肥の需要が高まった。特に房総半島の九十九里浜
では地引網漁が発達し、大量に捕獲された鰯が干鰯や〆粕に加工され、畿内の綿作地帯などに肥料
として流通した。



いちごドリルプリント

高校日本史プリント（過去問類似）
近世 No.2

名前 得 点

　／11

問1 19世紀前半の江戸時代後期にオランダ商館医として来日し、長崎郊外に私塾を開いて西洋医学を伝えるとともに、日本の動植
物や地理に関する膨大な資料をヨーロッパに紹介したドイツ人医師は誰か。 （2007年　全国公立入試　類似）

1.  ゴローニン 2.  シーボルト 3.  ツンベルク 4.  ラクスマン

問2 江戸時代、諸藩は財政難を克服するため、領内の特産品を強制的に買い上げて他国へ売り出す政策を展開した。現在の島根県
西部に位置するある藩では、特産品である半紙の製造・販売を独占的に行うことで、本来の表高である4万石余を大きく超え
る、実質15万石相当の多額の収入を得て藩財政を支えた。この政策を行った藩はどこか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  津和野藩 2.  薩摩藩 3.  土佐藩 4.  長州藩

問3 江戸時代、幕府の財政再建や新田開発を目指す改革の中で、商人の資金を導入した大規模な干拓事業が計画された。老中田沼
意次のもとで工事が開始されたものの、洪水や浅間山の噴火、さらには彼の失脚によって中途で挫折した、下総国に位置する
代表的な沼はどこか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  利根川 2.  手賀沼 3.  児島湾 4.  印旛沼

問4 江戸幕府の対外政策に関して、寛永期（1624〜1644年）にはキリスト教の禁教徹底と貿易統制を目的として、一連の統制令
が出された。この時期、日本人の海外渡航と帰国が全面的に禁止され、さらにポルトガル人が追放された。また、平戸にあっ
た商館が長崎の人工島へと移転させられ、対外窓口が整理された。これら一連の政策を主導した、江戸幕府の第3代将軍は誰
か。 （2007年　全国公立入試　類似）

1.  徳川家光 2.  徳川吉宗 3.  徳川綱吉 4.  徳川秀忠

問5 荻生徂徠の門人である太宰春台が著し、武士が専売制などの商業活動を通じて財政を潤すことを肯定的に評価し、のちの諸藩
の藩政改革における専売制導入などに大きな影響を与えた経世書は何か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  経済録 2.  本佐録 3.  除蝗録 4.  地方録

問6 儒教・仏教・神道の教えを融合させた独自の生活哲学を唱え、それまで卑しまれがちであった商人の利益追求を武士の俸禄と
同じように正当なものであると肯定し、庶民に倹約や正直の徳目を説いた江戸時代中期の思想家は誰か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  二宮尊徳 2.  安藤昌益 3.  石田梅岩 4.  中江藤樹

問7 江戸時代中期に京都出身の思想家によって創始され、儒教道徳を基本に仏教や神道の教えを融合させ、倹約や正直などの徳目
を庶民に説いた実践的な生活哲学を何というか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  陽明学派 2.  石門心学 3.  復古神道 4.  垂加神道

問8 江戸時代後期、仙台藩医の工藤平助は、民衆が味噌や塩のように日常的に大量消費しているある輸入品を問題視し、長崎貿易
における輸出入の制限などを訴えた。この輸入品は何か。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  生糸 2.  砂糖 3.  書籍 4.  薬種

問9 江戸時代、幕府による禁教政策の一環として、民衆が特定の寺院の檀家であることを証明するために作成され、のちに家族構
成や年齢、続柄などを記録して戸籍や人口調査の役割も果たすようになった台帳を何というか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  五人組帳 2.  人別改帳 3.  宗門改帳 4.  宗旨改帳

問10 江戸時代初期、徳川家康が朱印状による海外渡航を奨励したことで、東南アジア各地に日本町が形成された。このうち、アユ
タヤ（シャム）の王室に重用され、現地で傭兵隊長などとして活躍した人物は誰か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  山田長政 2.  田中勝介 3.  支倉常長 4.  浜田弥兵衛

問11 江戸時代後期、農村の荒廃にともなって無宿人や博徒が横行し、治安が著しく悪化した。これに対し、江戸幕府が1805年に勘
定奉行の配下に設置し、国境を越えて関東地方の農村の治安維持にあたらせた役職を何というか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  関東取締出役 2.  火付盗賊改役 3.  人足寄場差図役 4.  人足寄場取締役



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説 No.2

問1 答え 2
シーボルト

ドイツ人医師のシーボルトは、オランダ商館医として1823年に来日した。長崎郊外に鳴滝塾を開い
て高野長英らに医学を教える一方、日本の自然や社会に関する資料を収集し、帰国後に『日本』な
どの著書を通じてヨーロッパに紹介した。

問2 答え 1
津和野藩

江戸時代中期以降、多くの藩が財政再建のために特産品の専売制を導入した。石見国に位置する津
和野藩では、特産品である半紙（和紙の一種）の製造・流通を藩が独占的に管理する専売制を実施
した。これにより、本来の石高である4万石余を大きく上回る、15万石相当に達する莫大な利益を
上げ、藩財政の維持・再建に成功した。

問3 答え 4
印旛沼

田沼意次は、幕府の財政再建や新田開発を進めるため、商人の資金を活用して下総国の印旛沼や手
賀沼の干拓工事を試みた。しかし、利根川の洪水や浅間山の噴火などの自然災害、そして田沼の失
脚により、この事業は中途で挫折した。のちに水野忠邦の天保の改革でも再び干拓が試みられた
が、これも失敗に終わっている。

問4 答え 1
徳川家光

寛永期に日本人の海外渡航・帰国の禁止、ポルトガル人の追放、オランダ商館の平戸から長崎の出
島への移転などを行い、いわゆる「鎖国」体制を完成させたのは、第3代将軍の徳川家光である。
新井白石が正徳の治において長崎貿易を制限するために出した「海舶互市新例」などは、のちの時
代の政策である。

問5 答え 1
経済録

太宰春台の著書『経済録』は、武士が専売制などの商業活動を通じて財政を再建することを肯定的
に論じた経世書である。この思想は、諸藩が特産品の専売制を導入して財政改革を進める際の重要
な理論的支柱となった。

問6 答え 3
石田梅岩

京都の町人出身である彼は、独自の心学（石門心学）を創始した。商人の商業活動を正当なものと
して肯定し、その道徳的実践を説いたため、多くの庶民から支持を得た。のちに手島堵庵らによっ
て全国へ普及された。

問7 答え 2
石門心学

石田梅岩が創始したこの学問は、町人や農民などの庶民に対して、日常生活の中で実践すべき道徳
をわかりやすく説いた。また、それまで卑しまれがちであった商人の商業活動を正当なものとして
肯定したことでも知られる。

問8 答え 2
砂糖

工藤平助は、民衆が味噌や塩のように輸入品である砂糖を日常的に大量消費している現状を問題視
した。彼は長崎貿易における輸出入の制限を訴え、貴重な外貨や物品の流出を防ぐべきだと主張し
た。江戸時代中期以降、砂糖は国内での生産（和砂糖）も始まるが、それまでは長崎貿易を通じて
輸入される貴重な高級品であった。

問9 答え 3
宗門改帳

幕府はキリシタン統制を目的として寺請制度を敷き、民衆が特定の寺院（檀那寺）の檀家であるこ
とを証明する台帳を作成させた。これが宗門改帳（宗旨人別帳）であり、家族ごとの名前、年齢、
続柄などが詳細に記録されたため、実質的な戸籍や人口調査の台帳としての役割も果たすようにな
った。

問10 答え 1
山田長政

徳川家康が朱印船貿易を奨励したことで、東南アジア各地に日本町が形成された。駿河出身の人物
である山田長政はシャム（タイ）のアユタヤに渡り、日本人町の頭領として活躍したほか、シャム
王室に重用されて官位を授けられた。

問11 答え 1
関東取締出役

江戸時代後期、貨幣経済の浸透や飢饉などによって農村が荒廃し、土地を離れて無宿人や博徒とな
る者が急増した。これらは従来の領主支配の枠組みを越えて活動したため、幕府は1805年、勘定奉
行の配下に関東取締出役（通称「八州廻り」）を設置した。この役職は、国境を越えて関東地方一
円を巡回し、広域的な治安維持を行う権限を与えられていた。



いちごドリルプリント

高校日本史プリント（過去問類似）
近世 No.3

名前 得 点

　／11

問1 前野良沢や杉田玄白に学び『蘭学階梯』を著した人物が、江戸に開設し、多くの門人を育てて蘭学の普及に貢献した私塾（蘭
学塾）の名称を何というか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  芝蘭堂 2.  鳴滝塾 3.  咸宜園 4.  洗心洞

問2 19世紀前半、江戸幕府の老中水野忠邦が主導した改革において、江戸（御府内）に流入して借家などに住む地方出身の農民た
ちを強制的に故郷の農村へ帰村させ、荒廃した農村の復興と都市の治安維持を図った法令を何というか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  相対済し令 2.  人返しの法 3.  旧里帰農令 4.  分地制限令

問3 幕末の開港に際し、外国人が持ち込んだ銀貨と日本の貨幣との交換比率をめぐる問題から、多量の金貨が海外へ流出する事態
が発生した。幕府はこの流出を阻止するため、金貨の品質を大幅に引き下げる改鋳を行ったが、このとき新たに鋳造された小
判の名称を答えよ。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  元禄小判 2.  万延小判 3.  天保小判 4.  慶長小判

問4 伊勢松坂出身の商人である三井高利が江戸の日本橋に開業し、仕入れ店を京都に置いて「現金掛け値なし」や「店前売り」な
どの画期的な商法を展開して繁盛した呉服店の名称は何か。 （2007年　全国公立入試　類似）

1.  鴻池屋 2.  大丸屋 3.  白木屋 4.  越後屋

問5 17世紀末に長崎の出島に滞在したドイツ人医師で、帰国後に日本の歴史や社会、自然などを体系的に紹介した著作を執筆し、
のちにその一部が翻訳される過程で「鎖国」という言葉が生まれる契機を作った人物は誰か。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  ケンペル 2.  シドッチ 3.  スロイス 4.  ハラタマ

問6 天保の飢饉による社会不安ののち、物価の引き下げを狙って株仲間の解散などを命じる幕政改革を主導した、江戸幕府の老中
として最も適当な人物を、次の①〜④のうちから一つ選べ。 （2012年　全国公立入試　類似）

1.  松平定信 2.  阿部正弘 3.  田沼意次 4.  水野忠邦

問7 豊臣秀吉は、それまで荘園制のもとで複雑に入り組んでいた土地の権利関係を整理し、一地一作人の原則を確立した。全国で
統一された枡を用いて石高を算定し、実際に耕作を行う百姓の氏名を台帳に登録してその土地の所持権を認めた、この一連の
土地調査政策を何というか。 （2025年　全国公立入試　類似）

1.  太閤検地 2.  指出検地 3.  惣無事令 4.  刀狩令

問8 江戸時代後期、農村の荒廃にともなって無宿人や博徒が横行し、治安が著しく悪化した。これに対し、江戸幕府が1805年に勘
定奉行の配下に設置し、国境を越えて関東地方の農村の治安維持にあたらせた役職を何というか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  関東取締出役 2.  火付盗賊改役 3.  人足寄場差図役 4.  人足寄場取締役

問9 江戸時代中期、長崎貿易において金銀の海外流出を防ぐため、銅や「俵物」と呼ばれる海産物などの輸出を積極的に奨励し、
幕府財政の再建と経済の活性化を図った老中は誰か。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  田沼意次 2.  阿部正弘 3.  水野忠邦 4.  松平定信

問10 日米修好通商条約に基づき1859年に開港され、幕末の貿易において国産生糸の最大の輸出拠点として急速に発展した港はどこ
か。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  長崎港 2.  新潟港 3.  兵庫港 4.  横浜港

問11 江戸時代、女性は農業や家業において重要な労働力として位置づけられていた一方で、政治や社会の表舞台からは遠ざけられ
る傾向があった。このようなジェンダー規範を固定化する背景として、儒教的な道徳観が普及したことが挙げられる。この時
代に、女性が守るべき従属的な道徳や心得を説き、女子教育のバイブルとして広く普及した教訓書は何か。 （2026年　全国公立入試　類

似）

1.  童子教 2.  女今川 3.  実語教 4.  女大学



いちごドリルプリント

答え合わせ・解説 No.3

問1 答え 1
芝蘭堂

大槻玄沢は前野良沢・杉田玄白らに蘭学を学び、蘭学の入門書である『蘭学階梯』を著した。彼は
江戸に私塾である芝蘭堂を開き、多くの門下生を育成して蘭学の発展に大きく貢献した。大坂で緒
方洪庵が開いた適塾など、他の私塾との区別が重要である。

問2 答え 2
人返しの法

天保の改革を主導した老中水野忠邦は、江戸の治安維持と荒廃した農村の復興（年貢増徴の基盤強
化）を目指し、江戸に流入した農民を強制的に故郷の村へ帰そうとする法令を発令した。寛政の改
革における旧里帰農令が自発的な帰村を促し旅費などを支給したのに対し、この法令は強制的な帰
村を命じた点に特徴がある。

問3 答え 2
万延小判

日米修好通商条約に基づく貿易の開始後、内外の金銀比価の不一致（日本は金安銀高、海外は金高
銀安）を利用して、外国人が持ち込んだ洋銀が一分銀を経て多量の金貨（天保小判など）に換えら
れ、海外へ流出した。幕府は1860年に金含有量を約3分の1に減らした万延小判を鋳造すること
で、金銀比価を国際水準に合わせて流出を阻止しようとしたが、これは激しいインフレーションを
招く結果となった。

問4 答え 4
越後屋

三井高利が1673年に開業したこの呉服店は、それまでの注文仕立て（見本を顧客の家に持参して注
文を受け、後日納品する方式）とは異なり、店頭に商品を並べてその場で切り売りする「店前売り
（たなさきうり）」や、現金決済による値引き販売である「現金掛け値なし」を導入した。この画
期的な商法により、武士だけでなく広く庶民にも呉服が普及することとなった。

問5 答え 1
ケンペル

17世紀末にオランダ商館医として来日したドイツ人医師のケンペルは、帰国後に『日本誌』を著し
た。この書物の一部を、1801年に志筑忠雄が『鎖国論』として訳出したことで、「鎖国」という言
葉が初めて用いられ、江戸幕府の対外政策を表す用語として定着した。

問6 答え 4
水野忠邦

天保の改革を主導した老中は水野忠邦である。彼は物価高騰の原因を株仲間による流通の独占にあ
ると考え、株仲間の解散を命じたが、流通網が混乱して逆効果となり、改革は短期間で挫折した。

問7 答え 1
太閤検地

豊臣秀吉が全国規模で実施した土地調査であり、それまでの中世的な複雑な土地所有関係（一地多
主）を否定し、一地一作人の原則のもとで、実際に耕作する百姓を検地帳に登録してその所持権を
認めた。これにより荘園制は完全に崩壊し、兵農分離が進む基礎となった。また、度量衡の統一の
ために京枡が公定され、全国一律の基準で石高が算定された。

問8 答え 1
関東取締出役

江戸時代後期、貨幣経済の浸透や飢饉などによって農村が荒廃し、土地を離れて無宿人や博徒とな
る者が急増した。これらは従来の領主支配の枠組みを越えて活動したため、幕府は1805年、勘定奉
行の配下に関東取締出役（通称「八州廻り」）を設置した。この役職は、国境を越えて関東地方一
円を巡回し、広域的な治安維持を行う権限を与えられていた。

問9 答え 1
田沼意次

江戸時代中期、長崎貿易における金銀の流出を抑制するため、俵物（煎海鼠、干鮑、鱶鰭）や銅の
輸出を奨励して清からの銀の回収を図る積極的な重商主義政策をとったのは、老中田沼意次であ
る。

問10 答え 4
横浜港

1858年に結ばれた日米修好通商条約に基づき、翌1859年に神奈川の対岸に位置する地が開港され
た。これが横浜港であり、幕末の貿易において最大のシェアを占め、特にイギリス向けに国産の生
糸が大量に輸出された。

問11 答え 4
女大学

江戸時代には、女性は生産労働において不可欠な存在であったが、武家社会の秩序や儒教的な家父
長制思想の影響により、政治的・社会的な地位は低く抑えられた。特に「牝鶏晨す」といった女性
の主導権を否定する思想が教訓書などを通じて普及した。その代表例が『女大学』であり、女性に
対して夫や婚家に絶対服従することを説き、当時のジェンダー規範の形成に大きな役割を果たし
た。
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高校日本史プリント（過去問類似）
近世 No.4

名前 得 点
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問1 江戸時代、各地で特産物としての繊維産業が発達した。大和国で生産された高級な晒麻と並び、独特のしわ（シボ）を持つこ
とで知られ、現在の新潟県にあたる地域で盛んに生産された麻織物の名称を答えよ。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  越後縮 2.  西陣織 3.  結城紬 4.  桐生織

問2 豊臣秀頼が再建した方広寺の鐘に刻まれた銘文をめぐり、徳川家康が言いがかりをつけた事件が発生した。この事件を直接の
契機として、1614年から1615年にかけて戦われ、豊臣氏が滅亡する結果となった一連の戦乱を何というか。 （2005年　全国公立入試　

類似）

1.  大坂の役 2.  承応の変 3.  慶安の変 4.  島原の乱

問3 1808年、ナポレオン戦争の影響下において、イギリスの軍艦がオランダ船を拿捕する目的で長崎港に不法侵入し、オランダ商
館員を人質にして薪水や食料を要求した事件を何というか。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  シーボルト事件 2.  ゴローニン事件 3.  モリソン号事件 4.  フェートン号事件

問4 江戸時代、藩主の権力強化や家臣統制、藩財政の安定化を図るため、多くの藩で導入された制度である。家臣に直接領地を与
えることをやめ、藩の直轄地から一括して徴収した年貢米を、藩の倉庫から俸禄として家臣に支給する制度を何というか。

（2025年　全国公立入試　類似）

1.  蔵米支給制 2.  門割制度 3.  郷村制度 4.  地方知行制

問5 江戸時代、房総半島の九十九里浜において地引網を用いて大量に捕獲され、乾燥などの加工を施されたのち、畿内をはじめと
する先進的な農業地域へ綿作などの金肥（肥料）として出荷された魚類は何か。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  鰯 2.  鯨 3.  鰊 4.  鰹

問6 16世紀半ばに平戸や長崎などを舞台に始まった南蛮貿易にともない、キリスト教の布教とともに様々なヨーロッパの文化が日
本に伝来した。この時期に日本に流入し、現代でも日本語として定着している「カステラ」や「カルタ」などの言葉の語源と
なった言語として最も適当なものを、次のうちから一つ選べ。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  ポルトガル語 2.  オランダ語 3.  スペイン語 4.  ラテン語

問7 1839年の言論弾圧事件において、渡辺崋山や高野長英らが著書の中で批判した、日本近海に接近する外国船を問答無用で撃退
することを命じた、1825年に江戸幕府が出した法令は何か。 （2007年　全国公立入試　類似）

1.  日米和親条約 2.  日露通好条約 3.  異国船打払令 4.  海舶互市新例

問8 江戸時代中期、元禄期や宝永期に行われた貨幣改鋳による金銀の含有率低下が物価高騰を招いたとし、これを改善するため
に、慶長小判と同等の金含有率を持つ高品質な小判を鋳造して通貨の信用回復を図った政治顧問の儒学者は誰か。 （2005年　全国公立

入試　類似）

1.  雨森芳洲 2.  新井白石 3.  熊沢蕃山 4.  荻生徂徠

問9 江戸幕府において、第3代将軍の時期に職制が整備され、将軍に直属して幕政を統括する常設の最高職となった、複数名による
合議制の役職は何か。 （2007年　全国公立入試　類似）

1.  大老 2.  目付 3.  与力 4.  老中

問10 伊勢松坂出身の商人である三井高利が江戸の日本橋に開業し、仕入れ店を京都に置いて「現金掛け値なし」や「店前売り」な
どの画期的な商法を展開して繁盛した呉服店の名称は何か。 （2007年　全国公立入試　類似）

1.  鴻池屋 2.  大丸屋 3.  白木屋 4.  越後屋

問11 大航海時代におけるカトリック教会の対抗宗教改革の動きの中で結成され、アジアや南米など世界各地への積極的な布教活動
を展開し、日本へのキリスト教伝来を主導した修道会は何か。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  ドミニコ会 2.  カルメル会 3.  フランシスコ会 4.  イエズス会
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答え合わせ・解説 No.4

問1 答え 1
越後縮

江戸時代には農業や手工業の発達に伴い、各地で特色ある特産品が生産された。麻織物の分野で
は、高級な晒麻として知られる大和国の奈良晒や、独特のしわを持つ越後国の越後縮などが代表的
な特産品として流通した。

問2 答え 1
大坂の役

徳川家康は、豊臣秀頼が再建した方広寺の鐘銘に不吉な意図があると言いがかりをつけ、豊臣氏と
の対立を決定的なものとした。これにより、1614年の冬の陣、1615年の夏の陣からなる戦乱が引
き起こされ、豊臣氏は滅亡し、幕府の支配体制が確立した。

問3 答え 4
フェートン号事件

1808年、イギリス軍艦フェートン号が長崎港に侵入し、オランダ商館員を人質にして薪水を要求す
る事件が発生した。当時、オランダはフランス（ナポレオン）の支配下にあり、イギリスと敵対関
係にあったことが背景にある。この事件により、長崎奉行の松平康英が責任を取って自害し、幕府
は異国船に対する警戒を強めることとなった。

問4 答え 1
蔵米支給制

江戸時代初期に一般的であった、家臣に直接領地を与える制度（地方知行制）から、藩主の権力強
化や家臣の独立性を抑える目的で、藩が一括して年貢を徴収し、家臣には蔵から米を支給する蔵米
支給制へと移行した。これにより、家臣は領地との直接的な結びつきを失い、藩の官僚としての性
格を強めることとなった。

問5 答え 1
鰯

江戸時代、農業の発展に伴って購入肥料である金肥の需要が高まった。特に房総半島の九十九里浜
では地引網漁が発達し、大量に捕獲された鰯が干鰯や〆粕に加工され、畿内の綿作地帯などに肥料
として流通した。

問6 答え 1
ポルトガル語

1543年の鉄砲伝来以降、ポルトガル人との間で南蛮貿易が開始された。この貿易や宣教師の布教活
動を通じて、キリスト教やヨーロッパの生活文化が日本に伝わった。その際、カステラ（bolo de
Castela）、カルタ（carta）、タバコ（tabaco）など、多くの言葉が日本語に取り入れられた。こ
れらはすべてポルトガル語を語源としている。なお、江戸時代の鎖国下で唯一交渉が続けられたオ
ランダから入った言葉（オランダ語）には「ビール」や「ガラス」などがある。

問7 答え 3
異国船打払令

1825年、江戸幕府はイギリス船やロシア船の接近に対抗して異国船打払令（無二念打払令）を出
し、日本沿岸に接近する外国船を撃退する方針をとった。1837年のモリソン号事件で実際にこの法
令が適用されたことを契機に、渡辺崋山や高野長英らは幕府の対外政策を批判し、1839年の蛮社の
獄で弾圧されることとなった。

問8 答え 2
新井白石

徳川家宣・家継の侍講として正徳の治を主導した人物は、荻原重秀による貨幣改鋳が物価高騰の原
因であると批判し、貨幣の質を慶長金銀のレベルに戻す正徳の貨幣改鋳を行いました。

問9 答え 4
老中

第3代将軍の徳川家光は、幕府官制を整備し、将軍直属の支配体制を確立した。その中で、幕政を
統括する常設の最高職として複数名からなる合議制の役職が確立された。

問10 答え 4
越後屋

三井高利が1673年に開業したこの呉服店は、それまでの注文仕立て（見本を顧客の家に持参して注
文を受け、後日納品する方式）とは異なり、店頭に商品を並べてその場で切り売りする「店前売り
（たなさきうり）」や、現金決済による値引き販売である「現金掛け値なし」を導入した。この画
期的な商法により、武士だけでなく広く庶民にも呉服が普及することとなった。

問11 答え 4
イエズス会

プロテスタントの宗教改革に対抗してカトリック教会内部で結成されたこの修道会は、厳格な規律
のもとで海外布教を推進した。日本へキリスト教を伝えた宣教師もこの組織の創設メンバーの一人
であった。
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名前 得 点
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問1 江戸時代後期の化政文化期には、庶民の間で旅への関心が高まり、街道を舞台にした文学作品が人気を博した。弥次郎兵衛と
喜多八の二人が東海道を旅する様子をコミカルに描いた『東海道中膝栗毛』を著した人物は誰か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  式亭三馬 2.  柳亭種彦 3.  為永春水 4.  十返舎一九

問2 寛政の改革において、幕府直轄の学問所で朱子学以外の学問（陽明学や古学など）を講じることを禁止し、旗本や御家人の子
弟に朱子学の修得を義務づけた統制策を何というか。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  蛮社の獄 2.  学問吟味 3.  異学の禁 4.  禁書の令

問3 江戸時代初期の寛永期には、茶の湯の流行を背景に、簡素で洗練された美しさを持つ数寄屋造の建築様式が発達した。八条宮
家の別邸として造営され、庭園と建物が調和したこの様式の代表例とされる建築物は何か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  桂離宮 2.  二条城 3.  萬福寺 4.  姫路城

問4 関ヶ原の戦い後も大坂城で勢力を保っていた豊臣秀頼が、京都の寺院の大仏殿を再建した際、その鐘に鋳込まれた「国家安
康」「君臣豊楽」の銘文に対し、徳川家康が「家康の文字を分断し、豊臣を君主として楽しむものだ」と言いがかりをつけ
た。豊臣氏滅亡の契機となったこの事件を何というか。 （2005年　全国公立入試　類似）

1.  方広寺鐘銘問題 2.  元禄赤穂事件 3.  宇都宮釣天井事件 4.  絵島生島事件

問5 江戸時代中期の儒学者で、荻生徂徠の門人であり、武士が農業だけに頼るのではなく、藩が特産品の専売などの商業活動を通
じて利益を上げ、財政を再建すべきであるとする重商主義的な経世論を著書『経済録』などで展開した人物は誰か。 （2025年　全国

公立入試　類似）

1.  荻生徂徠 2.  海保青陵 3.  太宰春台 4.  熊沢蕃山

問6 江戸時代中期、長崎での貿易決済に伴う金銀の海外流出を抑制するため、1715年に新井白石の建議によって制定され、清船や
オランダ船の来航隻数や貿易額を制限した法令は何か。 （2004年　全国公立入試　類似）

1.  異国船打払令 2.  海舶互市新例 3.  寛永鎖国令 4.  糸割符制度

問7 江戸時代、房総半島の九十九里浜において地引網を用いて大量に捕獲され、乾燥などの加工を施されたのち、畿内をはじめと
する先進的な農業地域へ綿作などの金肥（肥料）として出荷された魚類は何か。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  鰯 2.  鯨 3.  鰊 4.  鰹

問8 江戸時代後期、街道や宿場が整備され、庶民の間で社寺参詣や観光を目的とした旅が流行した。こうした社会背景のもと、十
返舎一九が著し、弥次郎兵衛と喜多八のコミカルな旅の様子を描いて大ヒットした滑稽本の代表作は何か。 （2004年　全国公立入試　類

似）

1.  南総里見八犬伝 2.  東海道四谷怪談 3.  東海道中膝栗毛 4.  与話情浮名横櫛

問9 江戸時代の農民の家族や生活に関して述べた次の文章中の空欄［　　］に入る、夫から妻に渡された離縁状の俗称として最も
適当な語句を答えよ。 幕府や藩は農民の分家による田畑の細分化を防ぐため、分割相続を制限して単独相続を基本とした。こ
うした家制度が維持される一方で、庶民の間では離婚や再婚も行われており、離婚の際には夫から妻へ［　　］と呼ばれる書
状が交付された。この書状は、妻が別の男性と再婚することを許可する法的な効力を持っていた。 （2006年　全国公立入試　類似）

1.  縁切寺 2.  五人組 3.  寺請状 4.  三行半

問10 17世紀後半に国内の銀の産出量が減少し、幕府が銀の輸出を制限するようになると、長崎貿易における決済手段として銀に代
わり主要な輸出品となった、日本国内で豊富に産出された鉱物は何か。 （2008年　全国公立入試　類似）

1.  銅 2.  金 3.  茶 4.  銀
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問1 答え 4
十返舎一九

江戸時代後期の化政文化期には、庶民の旅への関心の高まりを背景に、ユーモラスな旅の様子を描
いた滑稽本が流行した。その代表作である『東海道中膝栗毛』を著したのは十返舎一九である。

問2 答え 3
異学の禁

寛政の改革を推進した老中松平定信は、幕府の正学である朱子学の振興を図るため、聖堂学問所
（のちの昌平坂学問所）において朱子学以外の講義や採用を禁止する「異学の禁」を出した。これ
により、旗本・御家人子弟の思想統一と人材育成が図られた。

問3 答え 1
桂離宮

寛永期には、茶の湯の流行を反映して、書院造に草庵風の茶室の意匠を取り入れた数寄屋造と呼ば
れる建築様式が登場した。八条宮家の別邸として京都に造営された桂離宮は、簡素ながらも洗練さ
れた美しさを持ち、数寄屋造の代表的な遺構として知られる。一方、幕府の権威を示す日光東照宮
などは、絢爛豪華な権現造で建てられた。

問4 答え 1
方広寺鐘銘問題

関ヶ原の戦い後も大坂城に拠り強い影響力を残していた豊臣氏に対し、徳川家康は政権の安定化を
図るためその排除を狙っていた。豊臣秀頼が再建した京都の方広寺の鐘に刻まれた「国家安康」
「君臣豊楽」の銘文を、家康の名を呪い豊臣の繁栄を願うものと曲解して言いがかりをつけたこの
事件は、豊臣氏滅亡の直接的な引き金となった。

問5 答え 3
太宰春台

荻生徂徠の門人である太宰春台は、武士が商業活動に関与することを肯定し、藩が特産品を専売し
て利益を得るべきだと主張した。これは、農業を本業とし商業を末業とする従来の抑商的な思想と
は異なり、のちの藩政改革における専売制の導入などに理論的根拠を与えた。

問6 答え 2
海舶互市新例

江戸時代、長崎貿易の決済として多量の金銀が海外に流出したため、新井白石の建議により1715年
に海舶互市新例（正徳新例）が制定された。これにより、清船やオランダ船の来航隻数や貿易額に
制限が加えられ、国内の貴金属流出が抑制された。

問7 答え 1
鰯

江戸時代、農業の発展に伴って購入肥料である金肥の需要が高まった。特に房総半島の九十九里浜
では地引網漁が発達し、大量に捕獲された鰯が干鰯や〆粕に加工され、畿内の綿作地帯などに肥料
として流通した。

問8 答え 3
東海道中膝栗毛

江戸時代後期（化政文化期）には、交通網の整備や経済の発展に伴い、庶民の間で伊勢参りなどの
旅がブームとなった。この背景のもと、十返舎一九が執筆した『東海道中膝栗毛』は、弥次さん・
喜多さんの珍道中をコミカルに描き、当時の人々の旅への憧れや関心を刺激して大ベストセラーと
なった。

問9 答え 4
三行半

江戸時代の農民の間では、田畑の細分化を防ぐために分割相続が制限され、家督とともに一子に単
独相続させることが基本となった。一方で、庶民の婚姻関係においては離婚や再婚が比較的柔軟に
行われており、離婚の際には夫から妻へ「三行半」と呼ばれる離縁状（離婚状）が渡された。これ
は、妻が他家へ再婚することを許可する法的な証明書としての役割を果たしており、これを持たず
に再婚することは不義理（密通）として処罰の対象となった。

問10 答え 1
銅

17世紀後半、銀の産出量減少と海外流出への対策として、幕府は銀の輸出を制限した。これに代わ
る主要な輸出品として、当時日本で増産されていた鉱物が用いられ、長崎貿易の決済手段として重
要な役割を果たすようになった。また、これに加えて煎海鼠や干鮑などの俵物も輸出された。


